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本
定
例
会
で
可
決
し
た
主
な
議
案

新
年
度
予
算
【
主
要
事
業
】

令和５年  第１回定例会　

新年度予算を可決
新労使会館の完成イメージ図新労使会館の完成イメージ図

２月22日（水）議案上程、令和４年度議案の提案説明～議決、市長施政方針　ほか
２月24日（金）令和５年度議案の提案説明
２月27日（月）総括質疑（＊詳しい内容はＰ４）

３月１日（水）～３日（金）一般質問（＊詳しい内容はＰ５～９）
３月８日（水）、９日（木）、10日（金）、14日（火）委員会審査（＊詳しい内容はＰ10）　

３月17日（金）付託された議案等の委員長報告～討論～議決　ほか（＊審議結果はＰ12 ）

■
子
ど
も
医
療
費
助
成	

16
億
８
１
３
８
万
円	

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
を
高
校
生
世
代
に
拡
大
す
る
。

■
保
育
士
等
・
介
護
人
材
家
賃
補
助
金	

３
４
８
０
万
円	

　
保
育
士
や
介
護
士
等
の
確
保
・
定
着
を
図
る
た
め
、
新
た
に

市
内
の
保
育
施
設
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
従
事
し
、
市

内
に
在
住
す
る
人
に
対
し
て
家
賃
の
一
部
を
補
助
す
る
。

■
児
童
相
談
所
整
備
事
業	

	

７
億
９
９
５
万
円	

　
年
々
増
加
す
る
児
童
虐
待
事
案
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

児
童
相
談
所
の
開
設
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
。
令
和
７
年
度

の
開
設
に
向
け
、
建
設
工
事
等
を
実
施
す
る
。

■
高
齢
者
力
仕
事
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
事
業	

	

６
６
０
１
万
円	

　
高
齢
者
世
帯
の
困
り
事
の
一
つ
で
あ
る
重
い
物
の
移
動
や
力

仕
事
を
代
行
し
、
高
齢
者
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
や
生
活
の

質
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。

■
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業	

２
億
８
３
８
９
万
円	

　
全
て
の
妊
婦
・
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
出
産
や
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
伴
走
型
相
談
支
援
と

経
済
的
支
援
を
一
体
的
に
実
施
す
る
。
経
済
的
支
援
で
は
、
妊

娠
届
出
時
と
出
生
届
出
時
に
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
分
の
電
子
地
域

通
貨
「
高
崎
通
貨
」
を
給
付
す
る
。

　令和５年第１回定例会は、下記の日程により24日間の会期で開かれました。
　本定例会では、市長が新年度予算についての施政方針や概要を示し、これに対し各会派の代表者が総括質疑を
行いました。新年度予算などの議案46件を原案のとおり可決し、固定資産評価審査委員会委員及び人権擁護委員
候補者の人事案件８件に同意しました。なお、請願２件は不採択、意見書案１件は可決となりました。
　また、19人の議員が市政に対し一般質問を行いました。
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犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定

予算の概要

特 別 会 計　 774億5,806万円（前年度比1.9％増）
水 道 事 業 会 計　 104億7,426万円（前年度比0.9％増）
公共下水道事業会計　 140億1,891万円（前年度比1.5％増）

※千円以下を四捨五入しているため、予算額の内訳と合計が一致しません。

市税
637億　
3,563万円
市民税、固定資産税、
事業所税など 歳出歳入

民生費
601億　
9,965万円
福祉、子育て支援、
医療費助成などのお金

衛生費
218億　
2,213万円
ごみ処理、予防注射
などのお金

商工費
184億　
8,879万円
商工業事業者貸付金、
観光支援などのお金

総務費
160億　
7,932万円
施設の維持管理
経費などのお金

公債費
142億　
7,438万円
借入金の返済

その他
207億　
7,089万円
土木、消防、農林業、
議会などのお金

諸収入  
190億　
194万円
市が事業者など
へ貸したお金の
返済金など

国県支出金
356億　
9,357万円
特定の事業に対して
国や県が支出するお金

その他
225億　
9,906万円
交付金、積立金取崩、
施設利用料など

地方交付税
133億円

地方公共団体間の収入の格差
を調整するために国から
交付されるお金

市債
118億1,980万円

借入金

教育費
145億　
1,486万円
小・中学校などに
かかるお金

一般会計　 1,661億5,000万円（前年度比1.3％増）

■
労
使
会
館
建
設
事
業	

	

８
億
４
８
８
０
万
円	

　
老
朽
化
が
進
ん
だ
労
使
会
館
を
解
体
し
、
勤
労
者
福
祉
の
一

層
の
充
実
と
近
隣
住
民
の
健
康
維
持
・
増
進
を
図
る
体
育
館
機

能
を
加
え
た
新
た
な
施
設
を
整
備
す
る
。	

令
和
７
年
度
の
開
館

を
予
定
し
て
い
る
。	

	

■
道
路
穴
ぼ
こ
改
修
特
別
整
備
事
業	

２
億
円	

　
健
全
な
道
路
環
境
を

保
持
し
、
市
民
生
活
の

安
心
・
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
緊
急
舗
装
工

事
を
５
か
年
で
集
中
的

に
実
施
す
る
。	

■
ま
ち
な
か
小
さ
な
公
園
美
化
大
作
戦
５
か
年
計
画	

　	
	

２
億
５
１
６
０
万
円	

　
ま
ち
な
か
に
あ
る
小
さ
な
公
園
を
計
画
的
に
美
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
整
備
す
る
。

穴ぼこなどの改修を集中的に実施穴ぼこなどの改修を集中的に実施

　
犯
罪
被
害
者
等
に
対
す
る
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、

条
例
を
制
定
す
る
。

■
施
行
期
日
　
令
和
５
年
４
月
１
日
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質
疑
　
令
和
５
年
度
予
算
編
成

に
当
た
り
重
視
し
た
点
は
。
ま

た
、
５
年
ぶ
り
に
増
額
と
な
っ

た
新
年
度
予
算
の
特
徴
は
。

答
弁
　
令
和
５
年
度
予
算
編
成

に
当
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済

活
動
の
両
立
を
図
る
こ
と
や
、

高
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建

て
替
え
な
ど
の
大
型
公
共
工
事

が
本
格
化
す
る
こ
と
な
ど
を
踏

ま
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
限
ら

れ
た
財
源
を
い
か
に
効
率
良
く
、

い
か
に
効
果
の
あ
る
事
業
に
配

分
す
る
か
と
い
う
視
点
で
取
り

組
ん
だ
。
ま
た
、
本
市
の
発
展

と
活
力
を
持
続
さ
せ
る
政
策
に

加
え
、
公
園
の
美
化
対
策
、
高

齢
者
力
仕
事
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス

事
業
な
ど
、
市
民
の
身
の
回
り

の
生
活
を
改
善
す
る
政
策
に
も

手
厚
く
配
分
し
た
手
堅
い
予
算

編
成
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
疑
　
新
年
度
に
お
け
る
障
害

者
福
祉
お
よ
び
高
齢
者
福
祉
の

充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答
弁
　
障
害
者
福
祉
で
は
、
メ

ロ
ン
の
水
耕
栽
培
を
行
う
障
害

者
農
業
就
労
施
設
の
令
和
６
年

度
開
設
に
向
け
、
栽
培
施
設
や

管
理
棟
の
整
備
、
外
構
工
事
等

を
進
め
て
い
く
。
高
齢
者
福
祉

で
は
、
介
護
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス

や
高
齢
者
等
あ
ん
し
ん
見
守
り

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
施
策
を
一
層

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
介
護

人
材
家
賃
補
助
金
を
創
設
し
、

介
護
職
の
人
材
確
保
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
新
た
に

長
野
地
区
に
お
い
て
、
お
と
し

よ
り
ぐ
る
り
ん
タ
ク
シ
ー
の
運

行
を
開
始
す
る
。
こ
れ
ら
の
施

策
に
よ
り
、
障
害
者
や
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
引

き
続
き
努
め
て
い
く
。

市
民
ク
ラ
ブ

中
島

　輝
男

　議
員

質
疑
　
保
育
士
情
報
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
（
仮
称
）
の
事
業
内
容
は
。

ま
た
、
事
業
の
実
施
に
よ
り
期

待
で
き
る
効
果
は
。

答
弁
　
保
育
士
情
報
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
（
仮
称
）
は
、
保
育
士
の

確
保
が
難
し
い
と
い
う
私
立
保

育
所
等
か
ら
の
声
を
受
け
、
新

た
な
事
業
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
専

用
窓
口
を
設
置
し
、
市
内
の
保

育
施
設
等
の
求
人
情
報
の
提
供

や
就
労
後
の
悩
み
相
談
の
ほ
か
、

再
就
職
に
向
け
た
実
習
が
可
能

な
保
育
施
設
等
の
あ
っ
せ
ん
な

ど
を
行
う
。
保
育
士
が
就
職
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、

本
市
で
就
職
し
た
い
と
考
え
る

求
職
者
の
増
加
や
、
現
在
働
い

て
い
る
保
育
士
の
他
市
へ
の
流

出
防
止
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

公
　
明

　
党

新
保
　克
佳
　議
員

質
疑
　
５
カ
年
計
画
で
行
う
高

崎
自
然
歩
道
整
備
の
方
針
は
。

ま
た
、
自
然
歩
道
周
辺
に
あ
る

歴
史
遺
産
を
活
用
す
る
考
え
は
。

答
弁
　
高
崎
自
然
歩
道
を
安
心

し
て
楽
し
く
散
策
で
き
る
よ
う
、

ま
ず
は
分
か
り
や
す
い
案
内
板

の
設
置
や
、
危
険
で
歩
き
づ
ら

い
箇
所
の
整
備
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
て

い
な
い
山
林
等
の
伐
採
や
枝
落

と
し
の
ほ
か
、
山
名
城
址
や
根

小
屋
城
址
か
ら
の
眺
望
を
確
保

す
る
整
備
も
進
め
て
い
く
。	

　
観
音
山
丘
陵
に
は
中
世
の
山

城
が
連
な
っ
て
お
り
、
城
跡
に

は
遺
構
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
自
然
歩
道
の
整
備
と
併
せ

て
、
こ
れ
ら
の
歴
史
遺
産
の
周

知
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

新
　
風

　
会

後
藤
　彰
　議
員

総
括
質
疑

審議に向けて

新年度予算や市長
の施政方針に対す
る総括質疑の一部
を掲載します。

請 願の審議結果

提出された下記の請願を審議した結果、賛成少数で不採択となりました。

⃝子どものために保育士配置基準の引き上げによる保育士増員を求める意見書の採択について

⃝「聞こえのバリアフリー制度」を実現するための補聴器購入助成制度を求めることについて

可 決 し た 意 見 書
下記の意見書を国の関係機関などに提出しました。
詳しい内容は、市議会ホームページをご覧ください。

⃝新型コロナウイルス感染症の後遺症に悩む人
の日常を守る取組の強化を求める意見書

おとしよりぐるりんタクシーに 
新たなルートを追加

□□□□□□□□□□□□□□□
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を
含
む
ア
ク
セ
ス
道
路
は
、
豊

岡
新
駅
（
仮
称
）
へ
の
ア
ク
セ

ス
向
上
や
新
駅
利
用
者
の
増
加

を
目
的
と
し
て
お
り
、
烏
川
を

挟
ん
だ
豊
岡
・
小
塙
両
地
区
の

一
体
感
の
醸
成
に
も
寄
与
す
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
に
よ
っ
て
環
状

線
の
交
通
が
分
散
す
る
と
と
も

に
、
交
差
す
る
県
道
あ
ら
町
下

室
田
線
や
国
道
４
０
６
号
に
右

折
車
線
を
設
け
る
こ
と
か
ら
、

周
辺
道
路
の
渋
滞
緩

和
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

●流域治水 気候変動の影響による水災害の激甚化・頻発化等のリスクに備えるため、集水域（雨水が河川に流入する地域）から氾
濫域（河川等の氾濫により浸水が想定される地域）にわたる流域全体の関係者が協働して水災害対策を行う考え方。

●新生児マススクリーニング検査 新生児の先天性代謝異常等の病気を早期発見するために行う検査。検査費用は県が負担し
ている。

質
問
　
河
川
流
域
全
体
で
行
う

水
害
対
策
と
し
て
、
本
市
の
流

域
治
水
に
対
す
る
取
り
組
み
は
。

答
弁
　
本
市
で
は
、
烏
川
お
よ

び
神
流
川
流
域
の
自
治
体
と
し

て
、
烏
川
・
神
流
川
流
域
治
水

協
議
会
に
参
画
し
て
お
り
、
地

域
の
防
災
拠
点
と
な
る
新
町
防

災
ア
リ
ー
ナ
や
、
災
害
対
策
車

３
台
の
運
用
、
国
に
よ
る
烏
川

上
流
築
堤
事
業
な
ど
を
烏
川
・

神
流
川
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
登
載
し
、
水
害
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

質
問
　
令
和
元
年
の
台
風
19
号

で
の
被
害
を
受
け
、
対
策
と
し

て
整
備
し
た
排
水
施
設
の
概
要

と
今
後
の
運
用
は
。

答
弁
　
令
和
元
年
の
東
日
本
台

風
で
は
、
大
雨
に
よ
る
河
川
の

水
位
上
昇
に
よ
り
、
本
市
で
も

内
水
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
か

ら
、
被
害
の
多
か
っ
た
新
町
地

域
と
吉
井
町
中
島
地
区
に
常
設

型
の
緊
急
排
水
ポ
ン
プ
施
設
を

整
備
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
設

定
し
た
水
位
を
感
知
す
る
と
自

動
的
に
ポ
ン
プ
が
起
動
し
、
内

水
を
速
や
か
に
河
川
へ
排
出
す

る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
確
実

な
排
水
作
業
に
よ
っ
て
浸
水
被

害
の
軽
減
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

質
問
　
高
崎
の
新
た
な
名
物
と

な
る
食
の
開
発
を
官
民
一
体
と

な
っ
て
行
う
考
え
は
。

答
弁
　
本
市
で
は
、
高
崎
の
食

発
信
事
業
や
官
民
が
連
携
し
た

Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
の

結
果
、
パ
ス
タ
や
焼
き
ま
ん
じ

ゅ
う
の
認
知
度
が
高
ま
っ
て
き

た
。
こ
れ
ら
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
新
た
に
高
崎
ほ
る
も
ん

や
果
物
な
ど
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

質
問
　
第
２
子
の
保
育
料
を
、

き
ょ
う
だ
い
の
同
時
入
所
な
ど

の
要
件
に
か
か
わ
ら
ず
無
料
、

ま
た
は
半
額
に
で
き
な
い
か
。

答
弁
　
本
市
で
は
国
の
基
準
に

合
わ
せ
、
要
件
を
満
た
す
場
合

に
第
２
子
の
保
育
料
を
半
額
と

し
て
い
る
。
一
律
で
無
料
、
ま

た
は
半
額
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
現
在
国
で
３
歳
未
満
児

の
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
新
生
児
の
難
病
検
査
と

し
て
、
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
の
ほ
か
に
、
脊
髄

性
筋
萎
縮
症
と
重
症
複
合
免
疫

不
全
症
の
検
査
を
自
費
で
受
け

ら
れ
る
こ
と
の
周
知
は
。
ま
た
、

一般質問のあらましを質問者順に掲載しています。　※会派は、令和５年３月現在で掲載しています。

一般質問市政を問う
議員が市政全般について、その事務の執行状況や将来の方針等の報告・
説明を求めたり質問したりすることをいい、毎定例会で行われます。

谷た
に
が
わ川 

留る
み
こ

美
子

（
無
所
属
）

３
歳
未
満
児
の
保
育
料

新
生
児
の
難
病
検
査

中な
か
じ
ま島 

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

高
崎
の
食
の
発
信

豊
岡
経
大
大
橋
（
仮
称
）

白し
ら
い
し石 

隆た
か
お夫 

（
新
風
会
）

高
崎
市
の
水
害
対
策

全国ふるさとフェア（横浜赤レンガ倉庫）

こ
れ
ら
の
難
病
の
検
査
費
用
を

本
市
が
補ほ

填て
ん

す
る
考
え
は
。

答
弁
　
当
該
難
病
の
検
査
に
つ

い
て
は
、
検
査
の
体
制
や
精
度
、

検
査
後
の
治
療
体
制
に
課
題
が

あ
る
と
さ
れ
、
国
が
検
証
を
進

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
状

況
を
注
視
し
た
い
。
ま
た
本
市

が
検
査
費
用
を
補
填
す
る
こ
と

は
、
検
査
体
制
等
の
課
題
が
あ

る
中
で
検
査
を
推
奨
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
た
め
、

慎
重
に
対
応
す
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
。

ン
に
も
力
を
入
れ
、
名
物
と
な	

る
よ
う
後
押
し
し
て
い
く
。

質
問
　
豊
岡
経
大
大
橋
（
仮
称
）	

の
整
備
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
　	

か
ら
交
通
渋
滞
を
心
配
す
る
声
　	

が
あ
る
が
、
整
備
目
的
と
渋
滞
　	

緩
和
対
策
は
。

答
弁
　
豊
岡
経
大
大
橋
（
仮
称
）



まめ知識
（6）（6）

質
問
　
組
織
に
よ
る
強
盗
事
件

や
特
殊
詐
欺
が
増
加
す
る
中
、

本
市
が
行
っ
て
い
る
防
犯
対
策

の
取
り
組
み
や
支
援
は
。

答
弁
　
本
市
で
は
、
各
町
内
会

か
ら
の
要
望
を
基
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、

特
殊
詐
欺
防
止
機
能
が
付
い
た

電
話
装
置
等
の
購
入
に
対
し
て

補
助
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

防
犯
チ
ラ
シ
の
配
布
や
安
心
ほ

っ
と
メ
ー
ル
に
よ
る
不
審
者
情

報
の
配
信
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

防
犯
情
報
も
発
信
し
て
い
る
。

今
後
も
各
種
取
り
組
み
の
推
進

を
図
り
、
市
民
生
活
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

質
問
　
降
雪
に
伴
う
路
面
凍
結

へ
の
対
応
と
し
て
、
本
市
に
お

け
る
融
雪
剤
の
配
布
方
法
は
。

答
弁
　
高
崎
地
域
で
は
、
各
町

内
会
か
ら
の
要
請
を
基
に
、
市

職
員
が
公
民
館
な
ど
の
指
定
さ

れ
た
公
共
施
設
に
融
雪
剤
を
運

搬
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
町
内

の
自
主
防
災
組
織
が
本
市
の
補

助
金
を
活
用
し
、
独
自
に
調
達

し
た
融
雪
剤
を
地
元
管
理
の
公

民
館
な
ど
に
保
管
す
る
こ
と
で
、

有
事
の
際
の
迅
速
な

対
応
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。

質
問
　
子
育
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
広
め
る
た
め
、
利
用

の
き
っ
か
け
と
な
る
試
し
利
用

を
無
料
で
提
供
す
る
考
え
は
。

答
弁
　
子
育
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ

ス
は
、
１
度
利
用
し
て
も
ら
う

こ
と
で
認
知
度
が
さ
ら
に
高
ま

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
が
、
利

用
料
は
１
時
間
２
５
０
円
と
低

価
格
で
あ
り
、
ま
た
生
活
保
護

世
帯
の
利
用
を
無
料
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
行
の
制
度
を

維
持
し
つ
つ
、
利
用
者
の
声
も

参
考
に
し
な
が
ら
引
き
続
き
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
た
い
。

質
問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
は
対
面
で
の
本
人

確
認
が
原
則
だ
が
、
市
役
所
に

出
向
く
こ
と
が
困
難
で
取
得
を

た
め
ら
う
人
へ
の
対
応
は
。

答
弁
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
、
な
り
す
ま
し
等
に
よ
る
不

正
取
得
を
防
ぐ
た
め
、
原
則
対

面
で
の
本
人
確
認
を
経
て
交
付

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、

国
に
お
い
て
、
取
得
に
課
題
が

あ
る
人
へ
の
環
境
整
備
の
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
状
況
を
踏
ま
え
、
取
得

手
続
き
が
し
や
す
く

な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

質
問
　
学
校
給
食
に
お
け
る
食

材
費
の
負
担
区
分
を
見
直
す
考

え
は
。
ま
た
、
県
内
の
自
治
体

の
食
材
費
補
助
の
現
状
は
。

答
弁
　
本
市
で
は
食
材
費
の
み

を
保
護
者
の
負
担
と
し
て
い
る

が
、
食
材
価
格
の
高
騰
分
は
公

費
で
負
担
し
、
保
護
者
の
負
担

増
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て

い
る
。
ま
た
県
内
で
は
、
14
市

町
村
が
全
額
助
成
、
６
町
村
が

一
部
助
成
、
９
市
町
村
が
条
件

付
き
で
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
　
高
齢
者
向
け
の
ｅ
ス
ポ

ー
ツ
は
、
フ
レ
イ
ル
予
防
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
の

創
出
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
本
市
で
導
入
す
る
考
え
は
。

答
弁
　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
娯
楽
・

競
技
・
ス
ポ
ー
ツ
の
要
素
を
併

せ
持
ち
、
誰
で
も
参
加
で
き
る

こ
と
か
ら
、
フ
レ
イ
ル
や
認
知

症
の
予
防
に
効
果
的
で
あ
り
、

本
市
で
も
他
自
治
体
で
の
導
入

事
例
を
踏
ま
え
、
そ
の
効
果
等

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
令
和
５
年
４
月
か
ら
定

期
接
種
に
加
わ
る
９
価
の
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
と
効
果

は
。
ま
た
、
接
種
対
象
者
へ
の

周
知
方
法
は
。

答
弁
　
９
価
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

後
の
症
状
は
、
４
価
ワ
ク
チ
ン

と
比
較
し
、
接
種
部
位
の
症
状

は
多
い
が
、
発
熱
な
ど
の
全
身

食材価格の高騰分を補助

中な
か
む
ら村 

さ
と
美み

（
公
明
党
）

高
齢
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

三み
つ
い井 

暢の
ぶ
ひ
で秀

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

防

犯

対

策

防

災

・

減

災

対

策

症
状
は
同
程
度
と
さ
れ
て
い
る
。

効
果
と
し
て
は
、
子
宮
頸
が
ん

の
原
因
と
な
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
80
～

90
％
を
占
め
る
７
種
類
の
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
を
予
防
で
き
る
。

令
和
５
年
４
月
か
ら
対
象
者
へ

案
内
文
等
を
順
次
個
別
に
配
布

す
る
ほ
か
、
広
報
高

崎
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
を
図
る
。

質
問
　
飼
料
高
騰
に
苦
し
む
酪

農
、
畜
産
農
家
の
経
営
状
態
や
、

昨
年
の
生
乳
価
格
の
改
定
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
平
成
18
年
に
１
ト
ン
当

た
り
４
万
円
前
後
だ
っ
た
配
合

飼
料
の
購
入
価
格
が
、
令
和
４

年
末
に
10
万
円
を
超
え
て
お
り
、

農
家
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た

令
和
４
年
10
月
に
飲
用
向
け
の

乳
価
が
改
定
さ
れ
、
今
後
加
工

向
け
の
乳
価
の
改
定
の
動
き
も

あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
国
や
県

で
は
飼
料
の
価
格
高
騰
対
策
を

打
ち
出
し
て
お
り
、
本
市
と
し

て
も
状
況
の
把
握
に

努
め
、
支
援
の
在
り

方
を
考
え
て
い
く
。

依よ

だ田 

好よ
し
あ
き明

（
日
本
共
産
党
）

学
校
給
食
を
め
ぐ
る
問
題

食
料
安
全
保
障
と
農
業
の
振
興

小お

の野 

聡さ
と
こ子

（
公
明
党
）

子

育

て

支

援

多

様

性

へ

の

配

慮

●フレイル 健康な状態と要介護状態の中間に位置し、身体的機能や認知機能の低下が見られる状態。

●ＨＰＶワクチン ２００種類以上の遺伝子型が確認されているＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）のうち、子宮頸がんを起こしやすい型のウ
イルスの感染を防ぐことができるワクチン。現在は小学校６年生から高校１年生の女性を対象に定期接種が行われている。



まめ知識
（7）（7）

質
問
　
里
山
元
気
再
生
事
業
に

つ
い
て
、
令
和
４
年
度
は
予
算

を
上
回
る
要
望
が
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、
本
市
の
対
応
は
。
ま
た
、

地
域
活
動
に
対
す
る
補
助
金
の

財
政
措
置
の
考
え
方
は
。

答
弁
　
令
和
４
年
度
は
当
初
予

算
額
を
上
回
る
要
望
が
あ
っ
た

も
の
の
、
予
算
の
範
囲
内
で
の

交
付
と
し
、
よ
り
多
く
の
地
域

活
動
の
支
援
を
行
っ
た
。
ま
た

地
域
活
動
に
対
す
る
補
助
金
は
、

事
業
の
実
績
に
応
じ
て
交
付
す

る
も
の
、
予
算
の
範
囲
内
で
交

付
す
る
も
の
等
さ
ま
ざ
ま
で
あ

り
、
各
補
助
金
の
交
付
要
綱
に

基
づ
き
対
応
し
て
い
る
。

質
問
　
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

を
活
用
し
た
水
害
対
策
の
取
り

組
み
状
況
は
。

答
弁
　
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
作
成
は
災
害
時
の
冷
静
な
避

難
行
動
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

本
市
で
は
出
前
講
座
等
で
作
成

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
令

和
５
年
３
月
に
は
、
広
報
高
崎

に
作
成
シ
ー
ト
を
掲
載
し
た
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
成

支
援
の
動
画
を
公
開
し
て
お
り
、

今
後
も
こ
れ
ら
の
媒

体
を
通
じ
て
継
続
的

な
周
知
に
努
め
た
い
。

質
問
　
高
松
地
区
か
わ
ま
ち
づ

く
り
の
計
画
に
至
っ
た
経
緯
は
。

ま
た
、
今
後
の
予
定
は
。

答
弁
　
高
松
地
区
で
は
、
国
の

か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度
の

認
定
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
に
桜

観
音
橋
や
緑
道
の
整
備
等
を
行

っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
続

く
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

高
崎
産
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
る
た
め
、
和
田
橋

上
流
の
左
岸
エ
リ
ア
に
フ
ル
ー

ツ
カ
フ
ェ
を
整
備
す
る
こ
と
と

し
た
。
今
後
は
民
間
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
協
議
し
て
作
成
す
る
基

本
構
想
に
基
づ
き
、
カ
フ
ェ
整

備
の
設
計
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

質
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類
移

行
に
よ
る
取
り
扱
い
の
変
更
点

は
。
ま
た
、
移
行
に
向
け
た
医

療
体
制
確
保
の
た
め
の
対
応
は
。

答
弁
　
新
型
コ
ロ
ナ
が
２
類
か

ら
５
類
へ
移
行
す
る
こ
と
で
、

感
染
状
況
の
調
査
が
定
点
把
握

に
変
更
と
な
る
ほ
か
、
患
者
や

濃
厚
接
触
者
へ
の
行
動
制
限
等

の
要
請
が
で
き
な
く
な
る
。
ま

た
入
院
や
外
来
診
療
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
等
の
医
療
提
供
体
制
に
つ

い
て
は
、
近
々
国
が

示
す
方
針
を
勘
案
し
、

適
切
に
対
応
し
た
い
。

質
問
　
認
定
農
業
者
お
よ
び
認

定
新
規
就
農
者
の
認
定
方
法
は
。

答
弁
　
認
定
を
受
け
る
に
は
、

認
定
農
業
者
の
場
合
は
１
人
当

た
り
年
間
農
業
所
得
４
０
０
万

円
な
ど
を
達
成
す
る
た
め
の
農

業
経
営
改
善
計
画
を
、
認
定
新

規
就
農
者
の
場
合
は
１
人
当
た

り
年
間
農
業
所
得
２
５
０
万
円

な
ど
を
達
成
す
る
た
め
の
青
年

等
就
農
計
画
を
そ
れ
ぞ
れ
作
成

す
る
必
要
が
あ
る
。
作
成
さ
れ

た
計
画
は
、
市
、
農
業
委
員
会
、

県
お
よ
び
Ｊ
Ａ
で
構
成
す
る
認

定
審
査
会
が
審
査
を
行
い
、
認

定
し
て
い
る
。
な
お
、
農
業
委

員
や
推
進
委
員
を
は
じ
め
、
各

関
係
団
体
と
連
携
し
て
計
画
作

成
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

質
問
　
認
定
農
業
者
お
よ
び
認

定
新
規
就
農
者
の
役
割
は
。

答
弁
　
認
定
を
受
け
た
農
業
者

丸ま
る
や
ま山 

　
覚さ

と
る

（
公
明
党
）

地
域
活
動
に
対
す
る
支
援

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
定
に
伴
う
今
後
の
防
災
対
策

青あ
お
き木 

和か
ず
や也

（
新
風
会
）

認
定
農
業
者
制
度
等

に
は
、
自
ら
の
経
営
の
拡
大
や

効
率
化
等
を
図
る
と
と
も
に
、

新
た
な
担
い
手
の
確
保
を
推
進

す
る
役
割
や
、
農
地
の
有
効
利

用
を
検
討
す
る
際
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
役
割
な
ど
、
地
域
農

業
の
維
持
や
振
興
を
進
め
る
上

で
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。荒あ

ら
き木 

征せ
い
じ二

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

公

文

書

管

理

質
問
　
行
政
文
書
が
市
民
利
用

さ
れ
る
に
は
、
文
書
の
存
在
を

知
る
す
べ
と
し
て
目
録
を
作
成

し
、
公
開
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁
　
本
市
で
は
、
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
文
書
の
所

在
等
の
情
報
を
一
元
管
理
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
文

書
の
件
数
が
膨
大
で
あ
る
た
め
、

目
録
が
あ
っ
て
も
特
定
の
文
書

を
見
つ
け
る
こ
と
は
困
難
と
考

え
て
い
る
。
現
状
と
し
て
は
、

情
報
公
開
請
求
の
窓
口
で
あ
る

市
民
生
活
課
で
要
望
を
よ
く
聞

き
取
り
、
請
求
者
が
求
め
る
文

書
の
公
開
に
つ
な
げ
て
い
る
。

質
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
記
録
を
20
年
保
存
と
し
、

薬
害
等
の
万
が
一
の
事
態
に
備

え
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

答
弁
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
記
録
は
、
関
係
法
令
に

お
い
て
５
年
間
は
適
正
に
管
理
、

保
存
す
る
よ
う
示
さ
れ
て
い
る
。

国
の
指
示
の
下
実
施
し
て
い
る

事
業
で
も
あ
り
、
保
存
期
間
を

含
む
接
種
記
録
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
国
の

方
針
等
を
踏
ま
え
て

適
切
に
対
応
し
た
い
。

文書管理システムによる公文書管理

堀ほ
り
ぐ
ち口   

順す
な
お

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

烏
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り

命
を
守
る
取
り
組
み

●里山元気再生事業 有害鳥獣が出没しにくい環境整備と里山の元気再生のため、竹やぶの整備や里山の下草刈りなどを行う地
域に補助金を交付する市の事業。

●マイ・タイムライン 住民一人一人の防災行動計画。台風の接近等によって河川の水位が上昇したときに、自分自身がとる標準
的な防災行動を時系列的に整理し、取りまとめておくもの。



まめ知識
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質
問
　
烏
川
流
域
に
霞か

す
み

堤て
い

が
設

置
さ
れ
て
い
る
下
小
塙
地
域
は

浸
水
想
定
区
域
で
あ
る
が
、
洪

水
が
発
生
す
る
危
険
性
が
高
ま

っ
た
場
合
の
避
難
対
策
は
。

答
弁
　
水
害
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
、
小
・
中
学
校
等

の
指
定
避
難
所
を
順
次
開
設
す

る
と
と
も
に
、
災
害
時
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
や
市
職
員
の

広
報
活
動
な
ど
に
よ
り
、
多
重

的
に
避
難
情
報
を
発
信
し
て
い

る
。
ま
た
、
高
齢
者
な
ど
の
自

力
で
避
難
で
き
な
い
人
へ
の
避

難
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

質
問
　
乗
車
率
が
低
い
ア
リ
ー

ナ
シ
ャ
ト
ル
の
運
行
を
イ
ベ
ン

ト
開
催
日
等
に
限
定
し
、
そ
れ

以
外
は
小
型
車
両
で
運
行
す
る

な
ど
、
運
行
方
法
の
改
善
を
図

る
考
え
は
。

答
弁
　
ア
リ
ー
ナ
シ
ャ
ト
ル
は
、

高
崎
駅
か
ら
高
崎
ア
リ
ー
ナ
、

城
南
野
球
場
を
結
ぶ
公
共
交
通

で
あ
る
の
と
同
時
に
、
地
域
住

民
の
生
活
の
足
と
し
て
も
定
着

し
て
い
る
。
地
元
の
強
い
要
望

で
経
路
を
決
め
て
い
る
こ
と
も

踏
ま
え
、
現
行
の
運
行
形
態
を

継
続
す
る
中
で
、
利

用
促
進
と
利
便
性
の

向
上
に
努
め
た
い
。

災害時電話・FAXサービス

長お
さ
か
べ壁 

真し
ん
じ樹

（
新
風
会
）

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
本
市
の
取
り
組
み

安
心
し
て
農
業
が
で
き
る
取
り
組
み

質
問
　
本
市
の
公
共
施
設
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
状

況
は
。
ま
た
、
森
林
整
備
に
よ

る
Ｃ
Ｏ２
吸
収
量
へ
の
効
果
は
。

答
弁
　
公
共
施
設
で
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
は
、
平
成
25
年

度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
で
２

万
４
１
１
５
ト
ン
、
約
25
％
削

減
し
て
い
る
。
ま
た
Ｃ
Ｏ２
吸
収

量
は
整
備
し
た
森
林
の
成
長
量

か
ら
算
定
し
て
お
り
、
例
え
ば

35
年
生
の
杉
山
を
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
間
伐
し
た
場
合
、
吸
収
量
は

12
・
２
ト
ン
と
な
る
。
こ
の
よ

う
に
、
森
林
整
備
は
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
の
た
め
の

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

質
問
　
有
害
鳥
獣
で
あ
る
シ
カ

や
イ
ノ
シ
シ
の
ジ
ビ
エ
活
用
に

つ
い
て
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁
　
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
肉

は
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
以

降
、
県
内
全
域
に
出
荷
制
限
が

か
か
っ
て
い
る
が
、
県
が
シ
カ

肉
の
一
部
解
除
を
検
討
し
て
い

る
。
一
部
解
除
さ
れ
た
場
合
に

は
、
貴
重
な
資
源
と
し
て
活
用

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
部
位

に
よ
っ
て
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
な
ど

に
活
用
で
き
る
可
能

性
も
あ
る
た
め
、
引

き
続
き
研
究
し
た
い
。

質
問
　
令
和
４
年
度
の
農
業
支

援
事
業
に
お
け
る
、
榛
名
地
域

の
果
樹
農
家
の
利
用
実
績
は
。

答
弁
　
か
が
や
け
新
規
就
農
者

応
援
給
付
金
で
は
、
制
度
を
活

用
し
た
全
20
人
の
う
ち
、
２
人

が
榛
名
地
域
の
果
樹
農
家
に
就

農
し
た
。
ま
た
農
地
再
生
推
進

事
業
補
助
金
で
は
、
制
度
を
活

用
し
た
全
15
件
の
う
ち
、
１
件

が
榛
名
地
域
の
果
樹
農
家
で
、

約
０
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
活
用

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

質
問
　
榛
名
地
域
の
果
樹
農
家

が
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
高
崎

市
産
の
果
樹
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
る
た
め
の
施
策
は
。

答
弁
　
本
市
で
は
、
農
家
が
自

ら
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

る
た
め
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
対
し
、
農
業
者
新
規
創
造
活

動
事
業
補
助
金
に
よ
り
支
援
し

て
い
る
。
ま
た
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
和
田
橋
周
辺
の
高

松
エ
リ
ア
に
、
榛
名
地
域
の
フ

ル
ー
ツ
な
ど
を
活
用
し
た
フ
ル

ー
ツ
カ
フ
ェ
の
整
備
を
計
画
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
関
係
機

関
や
農
業
者
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
本
市
の
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
に
努
め
て
い
く
。

柄か
ら
さ
わ沢 

髙た
か
お男

（
新
風
会
）

果
樹
農
家
の
将
来
展
望

伊い
と
う藤 

敦あ
つ
ひ
ろ博

（
日
本
共
産
党
）

烏
川
上
流
の
洪
水
対
策

ア
リ
ー
ナ
シ
ャ
ト
ル
の
運
行
改
善

（P9参照）

（P9参照）

質
問
　
本
市
に
お
け
る
一
般
廃

棄
物
処
理
の
体
制
は
。

答
弁
　
本
市
で
は
、
家
庭
か
ら

出
た
ご
み
を
燃
や
せ
る
ご
み
、

燃
や
せ
な
い
ご
み
、
資
源
物
に

分
別
し
て
も
ら
い
、
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
収
集
し
て
お
り
、

粗
大
ご
み
に
つ
い
て
は
粗
大
ご

み
処
理
券
を
購
入
し
た
家
庭
で

戸
別
収
集
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

高
浜
お
よ
び
吉
井
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
燃
や
せ
る

ご
み
は
焼
却
処
理
を
、
燃
や
せ

な
い
ご
み
や
粗
大
ご
み
は
資
源

物
の
選
別
や
破
砕
処
理
を
し
て

い
る
。
処
理
後
の
焼
却
灰
お
よ

び
不
燃
残ざ

ん

渣さ

は
、
エ
コ
パ
ー
ク

榛
名
等
で
埋
め
立
て
処
理
を
し

て
い
る
。
な
お
、
粗
大
ご
み
の

う
ち
再
使
用
可
能
な
良
品
は
、

高
崎
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
抽
選
を
行
い
、
希
望
者
へ

無
料
譲
渡
し
て
い
る
。

質
問
　
一
般
廃
棄
物
を
処
理
す

る
上
で
の
、
物
価
高
騰
、
電
気

料
金
の
値
上
げ
等
へ
の
対
応
は
。

答
弁
　
今
後
も
安
定
し
た
一
般

廃
棄
物
処
理
が
継
続
で
き
る
よ

う
、
委
託
業
者
へ
の
委
託
料
に

つ
い
て
調
査
検
討
を

行
い
、
適
切
な
対
応

を
図
っ
て
い
く
。 大お

お
か
わ
ら

河
原 

吉よ
し
あ
き明

（
新
風
会
）

本
市
に
お
け
る
一
般
廃
棄
物
処
理

●ジビエ フランス語で、狩猟によって捕獲した野生鳥獣の肉や料理のこと。

●かがやけ新規就農者
　応援給付金 新規就農者の増加および就農の定着化を図るため、新規就農者へ給付金を支給する本市独自の取り組み。



まめ知識
（9）（9）

質
問
　
中
小
企
業
就
職
奨
励
金

の
交
付
状
況
は
。
ま
た
学
校
卒

業
後
１
年
以
内
に
就
職
と
い
う

申
請
条
件
を
拡
充
す
る
考
え
は
。

答
弁
　
就
職
奨
励
金
は
、
令
和

４
年
10
月
か
ら
受
け
付
け
を
始

め
、
令
和
５
年
２
月
末
時
点
で

約
３
０
０
人
か
ら
申
請
が
あ
っ

た
。
交
付
し
た
奨
励
金
の
う
ち
、

約
１
５
０
０
万
円
分
が
市
内
の

店
舗
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。	

　
ま
た
申
請
条
件
の
拡
充
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
通
年
の
実

績
値
が
捉
え
き
れ
て
い
な
い
た

め
、
新
年
度
の
申
請
状
況
等
を

勘
案
し
、
対
応
を
考
え
た
い
。

質
問
　
い
じ
め
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
電
話

相
談
の
現
状
は
。
ま
た
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
児
童
・
生

徒
か
ら
相
談
を
受
け
る
体
制
は
。

答
弁
　
い
じ
め
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
電
話

相
談
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
10
時
ま
で
開
設
し

て
お
り
、
市
教
育
委
員
会
で
受

け
て
い
る
電
話
相
談
全
体
の
１

割
弱
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

各
学
校
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
内
の

ア
プ
リ
に
よ
る
個
別
相
談
も
可

能
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
相
談
体
制
の
充
実

に
努
め
た
い
。

自分のことや　友だちのこと
　　心配なことがあったら聞かせてね

☎027－321－1359
相談時間　月曜日～金曜日　８：３０～２２：００

高崎市教育委員会

いじめ・SNS電話相談
でん わ そう だん

たか さき し きょう いく い いん かい

そう だん じ かん

じ ぶん

しんぱい

とも

き

げつ よう び きん よう び

いじめ・ＳＮＳ電話相談カード

質
問
　
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
行
政
に
よ
る
措
置
か
ら
契
約

制
度
に
変
わ
っ
た
が
、
障
害
者

福
祉
費
の
決
算
額
の
変
遷
は
。

答
弁
　
障
害
者
福
祉
費
の
決
算

総
額
は
、
概
算
額
で
、
措
置
時

代
最
後
の
年
で
あ
る
平
成
14
年

度
が
17
億
３
５
０
０
万
円
、
措

置
か
ら
契
約
に
変
わ
っ
た
15
年

度
が
17
億
７
８
０
０
万
円
、
市

町
村
合
併
が
終
わ
っ
た
21
年
度

が
36
億
６
３
０
０
万
円
、
契
約

制
度
に
移
行
し
て
10
年
が
経
過

し
た
24
年
度
が
54
億
２
４
０
０

万
円
、
令
和
３
年
度
が
96
億
７

６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　
自
立
支
援
給
付
費
等
が

増
加
し
て
い
る
背
景
や
要
因
は
。

答
弁
　
障
害
者
自
立
支
援
法
の

施
行
以
降
、
国
が
地
域
移
行
へ

大
き
く
か
じ
取
り
を
し
た
こ
と

や
、
８
０
５
０
問
題
や
親
亡
き

後
の
支
援
と
し
て
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
に
対
す
る
需
要
が
高
ま
っ

て
き
た
こ
と
が
要
因
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
発
達
障
害
が
障

害
と
し
て
社
会
に
認
知
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
就
労
支
援
や
障

害
児
へ
の
療
育
に
対
す
る
需
要

が
高
ま
っ
て
き
た
こ

と
も
、
要
因
の
一
つ

と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
子
ど
も
の
睡
眠
に
係
る

国
の
各
種
調
査
の
結
果
は
。
ま

た
、
本
市
の
子
ど
も
に
対
す
る

睡
眠
改
善
の
指
導
状
況
は
。

答
弁
　
国
の
調
査
で
は
、
毎
日

同
じ
く
ら
い
の
時
間
に
起
床
、

就
寝
し
て
い
る
子
ど
も
の
ほ
う

が
各
教
科
の
平
均
正
答
率
が
高

く
、
８
時
間
程
度
の
睡
眠
を
取

っ
て
い
る
子
ど
も
ほ
ど
体
力
合

計
点
が
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
本
市
で
も
学
力
、
運

動
能
力
共
に
同
様
の
傾
向
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
調
査

結
果
の
分
析
等
を
踏
ま
え
、
子

ど
も
の
生
活
習
慣
の
改
善
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
　
子
ど
も
の
睡
眠
改
善
に

向
け
た
本
市
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
　
本
市
で
は
、
成
長
期
の

子
ど
も
に
と
っ
て
睡
眠
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
か

ら
、
各
学
校
に
お
い
て
睡
眠
を

テ
ー
マ
と
し
た
学
校
保
健
委
員

会
等
を
開
催
し
て
お
り
、
家
庭

と
連
携
し
た
生
活
習
慣
の
改
善

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

も
子
ど
も
た
ち
が
規
則
正
し
い

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
一
層

充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
本
市
に
お
い
て
、
今
後

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
や
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
場
を
整
備
す
る
考
え
は
。

答
弁
　
令
和
４
年
３
月
に
ニ
ュ

ー
サ
ン
ピ
ア
が
閉
鎖
し
、
市
内

に
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
が
な
く
な

っ
た
影
響
や
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
の
人
気
の
高
ま
り
は
認
識
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
を
新
設
す
る
計
画
は
な

い
。
本
市
と
し
て
は
、
市
民
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
（
仮
称
）
な
ど

の
整
備
に
よ
り
施
設
の
充
実
を

図
り
、
多
く
の
市
民
が
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
め
る
よ
う
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
努
め
て
い
く
。

質
問
　
新
町
支
所
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
強

く
望
む
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁
　
新
町
支
所
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
の
課
題
認
識
は
常
に

あ
る
が
、
新
町
地
域
で
は
保
健

セ
ン
タ
ー
や
駅
周
辺
の
整
備
等
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施

設
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
施
設
の
位
置
付
け
や

支
所
機
能
の
在
り
方
、
ま
た
財

政
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
引
き
続
き
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

林は
や
し   

恒つ
ね
よ
し徳

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

障
害
福
祉
政
策

清し
み
ず水 

明あ
き
お夫

（
新
風
会
）

子
ど
も
の
睡
眠
が
学
力
や

運
動
能
力
に
与
え
る
影
響

逆さ
か
せ
が
わ

瀬
川 

義よ
し
ひ
さ久

（
公
明
党
）

中
小
企
業
就
職
奨
励
金

子
ど
も
達
か
ら
の
相
談
対
応

三み
し
ま島 

久く
み
こ

美
子

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

新
町
支
所
の
建
て
替
え

●農業者新規創造活動事業補助金
（P8参照）

農業の生産基盤である農用地の確保・維持を推進するため、荒廃農地の整備から整備後
の農地での生産活動に必要な農業用設備・機械の導入までを総合的に支援する事業。

●霞
かすみ

堤
てい
（P8参照） 堤防のある区間に開口部を設け、上流側と下流側の堤防が二重になるようにした不連続な堤防。洪水時には開口部から

水が逆流して堤内地にたまり、下流に流れる水量を減少させる。
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各常任委員会および各特別委員会において、付託された
議案などを審査しました。
質疑・答弁の一部を掲載します。委員会審査委員会審査

総 務 常 任 委 員 会 教 育 福 祉 常 任 委 員 会

市 民 経 済 常 任 委 員 会

環境施設建設特別委員会

建 設 水 道 常 任 委 員 会

都市集客施設整備特別委員会

質疑 	ふるさと納税について、令和５年度に向けての本
市の考えは。
答弁 	本市のような都市部はふるさと納税制度に弱いと
されているが、今後も地場産品を全国の人に知ってもら
うため、返礼品の新規開拓を進めるとともに、本市を取
り扱うポータルサイトを増やすなど、ＰＲをしていく必
要があると考えている。
質疑 	令和５年度の榛名湖アーティスト・レジデンス運
営事業の予算が令和４年度より増額した理由は。
答弁 	榛名湖アーティスト・レジデンスの建物は、建設
から50年以上が経過して老朽化が進み、雨漏りや水道管
の腐食などが見られることから、各所の改修工事を行う
ため増額したものである。

質疑 	令和５年４月から実施する高校生世代の医療費無
料化の財源は。
答弁 	高校生世代の医療費無料化に係る経費は、これま
で実施している中学生までの医療費助成と異なり、県の
補助金の対象外であるため、全額市の負担となる。
質疑 	最終処分場次期候補地選定調査委託料の内容は。
答弁 	現在の最終処分場であるエコパーク榛名は、補強
工事により令和15年度まで埋め立て期間の延長が可能と
なったが、最終処分場は候補地
の検討から供用開始までに長い
期間を要する事例もあるため、
次の候補地選定の準備として調
査を実施するものである。

質疑 	高浜クリーンセンターの外柵等工事の内容は。
答弁 	新施設の外周に、門扉や
フェンス、ガードレール等を設
置するもので、令和５年度は主
に設計を行い、令和６年度に着
工する予定である。

質疑 	次世代育成支援対策施設整備交付金の内容は。
答弁 	当該交付金は児童福祉施設の新設や修理等に対す
る国の交付金で、児童相談所建設工事のうち、一時保護
所の整備に対して交付を受けるものである。
質疑 	保育士情報ステーション（仮称）の事業内容は。
答弁 	保育士確保策の一環として、専用窓口を設置し、
市内の保育施設等の求人情報の提供や就労後の悩み相談
などを行うものであり、令和５年６月に開設予定である。
質疑 	おとしよりぐるりんタクシーの新規ルートとして
長野地区を選定した理由は。
答弁 	おとしよりぐるりんタクシーが運行していない地
区の中で最も高齢化率が高いことや、地区内の公共交通
の現状、大型スーパーがないことを背景に選定した。

質疑 	連雀町地区優良建築物等整備事業の概要は。
答弁 	連雀町のスクランブル交差点の北西角地のビルが
対象で、連雀町地区の複数の地権者が敷地を共有化し、
建物を整備することで高度利用を図る事業である。主な
用途としては、住宅や子育て支援施設等のテナントのほ
か、駐車場等を整備する計画である。

質疑 	烏川２号緑地根小屋エリア基本構想策定委託料の
委託内容は。
答弁 	烏川２号緑地根小屋エリアでのスポーツゾーンを
含む緑地の整備に向け、施設配置等の基本構想を策定す
るものである。

質疑 	新たな労使会館の屋上に設置する太陽光パネルの
発電量は。また、発電した電力の活用方法は。
答弁 	年間約５万8,000キロワット時の発電量が見込ま
れる。この発電量は建物全体で消費する電力の約20％に
当たり、施設で使用する電力の一部として活用していく。

エコパーク榛名

建設中の高浜クリーンセンター
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⃝環境施設建設特別委員会
調査項目－高浜クリーンセンターの建設及び関連す

る施設の整備
　建設工事が本格化する中、令和６年度の完成に向
けて着実に事業が実施されるよう、事業費や進捗状
況について確認した。安全かつ適正な処理を継続的
に実施できる施設にしていただきたい。

⃝防災・危機管理対策特別委員会
調査項目－安心・安全なまちづくりに向けた防災対

策や危機管理体制
　災害時電話・ＦＡＸサービスの導入や、新町地域
と吉井町中島地区への排水施設の整備など、近年激
甚化する災害への備えが進んでいる。今後も地域防
災への支援を一層強化していただきたい。

⃝都市集客施設整備特別委員会
調査項目－高崎市都市集客施設基本計画に基づく整

備及び労使会館建設事業
　再開発事業での新たな計画について協議するとと
もに、体育館機能が追加される労使会館の設計概要
を確認した。今後も議論を重ね、市民の誇りとなる
ような施設にしていただきたい。

⃝子育て支援・定住人口増加対策特別委員会
調査項目－子どもと子育てに優しい住みやすいまち

づくりに向けた子育て支援・定住人口増
加対策

　ヤングケアラーＳＯＳの創設に当たり、実態の把
握方法などを議論した。子育て支援に加え、移住・
定住を促進する事業を充実させ、本市の魅力を発信
することで定住人口の増加につなげていただきたい。

賛 成
⃝「新しい高崎」の実現に向けて（新風会）

　歳入の骨幹である市民税、固定資産税共に増額を
見込んでいることは、本市が市内経済の活性化に取
り組んできた成果である。また新たに高齢者力仕事
ＳＯＳ事業など、さらなる成長、発展に向けた多く
の事業が提案されている予算編成に賛成する。

賛 成
⃝背伸びをしていない予算編成（市民クラブ）

　障害者農業就労施設の整備など、独自の事業を評
価するとともに、国の交付金も活用し、本市の実態
に合った予算編成としたことに賛成する。

賛 成
⃝本市のさらなる発展と市民福祉向上（公明党）

　医療的ケア児の教育環境整備や、高校生世代まで
の医療費無料化など、全国トップクラスの子育て環
境の充実につながる取り組みを評価する。

反 対
⃝学校給食費の無料化を（日本共産党）

　学校給食費の無料化が反映されていない予算編成
に反対し、市民が求める子育て支援として、無料化
を早期に決断することを求める。

同意した人事案件

⃝固定資産評価審査委員会委員
　　　羽

は
鳥
とり

　　武
たけ

久
ひさ

 氏

⃝人権擁護委員候補者
　　　江

え
原
ばら

　　章
あき

博
ひろ

 氏　　　高
こう

麗
ま

　　敏
さとし

 氏
　　　亀

かめ
田
だ

　　慎
しん

也
や

 氏　　　島
しま

﨑
ざき

　賢
けん

二
じ

 氏
　　　提

さげ
箸
はし

　万
ま

里
り

子
こ

 氏　　　梅
うめ

木
き

　　守
まもる

 氏
　　　加

か
藤
とう

　　仁
ひろ

子
こ

 氏

特別委員会委員長報告 新年度議案への討論

　市議会ホームページ（会議録検索）や以下の施設で、
どなたでもご覧いただくことができます。
　今回の本会議については６月上旬に公開予定です。

　⃝市民情報センター 
　　（市役所１階）

　⃝高崎市立図書館 
　　（中央館及び地域館）

　⃝倉渕公民館図書室

さらに詳しい内容は会議録で



（12）「環境にやさしく」をモットーに
大豆油インキを使用しております。

議案等審議結果

※可決（多数）、不採択（少数）表記以外は全会一致です。

件　　　　名 結　果

報告及び承認

報告第１号 専決処分の報告 －

報告第２号 専決処分の報告 －

承認第１号 専決処分の承認	
（令和４年度一般会計補正予算（第11号）） 承認

議　案

第１号 市道路線の廃止 可決

第２号 市道路線の認定 可決

第３号 権利放棄 可決

第４号 訴えの提起 可決

第５号 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例等の一部改正 可決

第６号 市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正 可決

第７号 都市の低炭素化の促進に関する法律関係手数料条例の
一部改正 可決

第８号 建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律関係
手数料条例の一部改正 可決

第９号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議 可決

第10号
令
和
４
年
度
補
正
予
算

一般会計（第12号） 可決

第11号 国民健康保険事業特別会計（第２号） 可決

第12号 介護保険特別会計（第３号） 可決

第13号 後期高齢者医療特別会計（第１号） 可決

第14号 水道事業会計（第３号） 可決

第15号 公共下水道事業会計（第３号） 可決

第16号 公の施設（吉井中央公園）の指定管理者の指定 可決

第17号 包括外部監査契約の締結 可決

第18号 事務分掌条例の一部改正 可決

第19号 印鑑条例の一部改正 可決

第20号 犯罪被害者等支援条例の制定 可決

第21号 子ども・子育て会議条例等の一部改正 可決

第22号 認定こども園の認定に関する要件を定める条例の一部
改正 可決

第23号 幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部改正 可決

第24号 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正 可決

第25号 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部改正 可決

第26号 児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部改正 可決

第27号 指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正 可決

件　　　　名 結　果

第28号 国民健康保険条例の一部改正 可決

第29号 旅館業法施行条例の一部改正 可決

第30号 公衆浴場法施行条例の一部改正 可決

第31号 建築基準法関係手数料条例の一部改正 可決

第32号 ラブホテル建築規制条例の一部改正 可決

第33号 高崎工業団地造成組合と高崎市との間における情報公
開審査会に係る事務の委託の廃止に関する協議 可決

第34号 高崎市・安中市消防組合と高崎市との間における情報
公開審査会に係る事務の委託の廃止に関する協議 可決

第35号
高崎工業団地造成組合と高崎市との間における情報公
開及び個人情報保護に関する調査審議を行う附属機関
に係る事務の委託に関する協議

可決

第36号
高崎市・安中市消防組合と高崎市との間における情報
公開及び個人情報保護に関する調査審議を行う附属機
関に係る事務の委託に関する協議

可決

第37号

令
和
５
年
度
予
算

一般会計 可決（多数）

第38号 国民健康保険事業特別会計 可決

第39号 介護保険特別会計 可決

第40号 牛伏ドリームセンター事業特別会計 可決

第41号 母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計 可決

第42号 後期高齢者医療特別会計 可決

第43号 農業集落排水事業特別会計 可決

第44号 水道事業会計 可決

第45号 公共下水道事業会計 可決

第46号 令和４年度一般会計補正予算（第13号） 可決

第47号 固定資産評価審査委員会委員の選任同意 同意

第48号 人権擁護委員候補者の推薦 同意

第49号 人権擁護委員候補者の推薦 同意

第50号 人権擁護委員候補者の推薦 同意

第51号 人権擁護委員候補者の推薦 同意

第52号 人権擁護委員候補者の推薦 同意

第53号 人権擁護委員候補者の推薦 同意

第54号 人権擁護委員候補者の推薦 同意

請　願

第１号 子どものために保育士配置基準の引き上げによる保育
士増員を求める意見書の採択 不採択（少数）

第２号 「聞こえのバリアフリー制度」を実現するための補聴
器購入助成制度を求めること 不採択（少数）

意見書案

第１号 新型コロナウイルス感染症の後遺症に悩む人の日常を
守る取組の強化を求める意見書 可決（多数）

会派名

議員名

 
議案等番号

新　風　会　23人 市民クラブ
7人

公明党
5人

日本
共産党
2人

無
所
属

大
河
原
吉
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青
木
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也

丸
山
　
芳
典

樋
口
　
哲
郎

清
水
　
明
夫

後
藤
　
　
彰

片
貝
喜
一
郎

時
田
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之

大
竹
　
隆
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岸
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夫

飯
塚
　
邦
広
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邊
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治
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樹
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石
　
隆
夫
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沢
　
髙
男

松
本
　
賢
一

石
川
　
　
徹

後
閑
　
太
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後
閑
　
賢
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丸
山
　
和
久

柴
田
　
正
夫

柴
田
　
和
正

田
中
　
治
男

荒
木
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井
　
暢
秀
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男

林
　
　
恒
徳

堀
口
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三
島
久
美
子

高
橋
美
奈
雄

中
村
さ
と
美

小
野
　
聡
子

新
保
　
克
佳

逆
瀬
川
義
久

丸
山
　
　
覚

伊
藤
　
敦
博

依
田
　
好
明

谷
川
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子

議案 第37号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○
請願 第１号 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 欠 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ×
請願 第２号 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 欠 × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ×
意見書案第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

※賛成者は○、反対者は×、欠席者は欠としています。議長は採決に加わらないため、斜線としています。

賛否一覧表（上記議案等審議結果で賛否が分かれたものについて掲載しています。）


